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第
２
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定
構
造
物
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14AR0403 
解説 正答──３ 

片持ばり系ラーメンの応力は、片

持ちばりと同様に、自由端側（反力

のない側）の力のモーメント（力×

距離）の総和を求めればよい。 

この時、求める点から各力の作用

線までの垂直距離の取り方に注意す

る。 

また、等分布荷重は、集中荷重に

置き換えて計算する。 

Ａ点の曲げモーメントＭＡは、点

Ａの自由端側（反力のない側）を考

えて、 

ＭＡ＝＋
lwl 

 
 

×
２

－(Ｐ×l )  

であり、ここで、ＭＡ＝０であるから、 

wl2
２

＝Ｐ×l  

wl＝２Ｐ 

∴wl：Ｐ＝２：１ 

正答は３である。 

 

 

14QR0303 
問題  

図のようなラーメンにおいて、Ａ点に鉛直荷重Ｐ及びＢ点に水平荷重αＰが

作用したとき、Ａ点における曲げモーメントが０になるためのαの値として、

正しいものは次のうちどれか。ただし、全ての部材は全長にわたって等質等

断面の弾性部材とし、自重は無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

1. α＝
１

２
 

2. α＝１ 

3. α＝
３

２
 

4. α＝２ 
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14AR0303 
解説 正答──２ 

設問の条件「Ａ点における曲げモーメントが０」から、Ｄ点の鉛直反力ＶＤ

を求め、次にＣ点を中心にしたモーメントのつり合い条件式からαを求める。 

《反力ＶＤを求める》 

Ａ点で切断した右側の力のつり合いからＤ点の鉛直反力ＶＤを計算する。 

∑ＭＡ(右)＝０より、 

－ＶＤ×l＝０ 

∴ＶＤ＝０ 

 

《αを求める》 

未知の反力ＨＣ、ＶＣが作用するＣ点を中心にしたモーメントのつり合い条

件式∑ＭＣ＝０より、 

(Ｐ×l )－(αＰ×l )－(ＶＤ×２l )＝０ 
(Ｐ×l )－(αＰ×l )－(０×２l )＝０ 
１－α＝０ 
∴α＝１ 

正答は２である。 

α

l

l l

Ａ Ｂ

ＤＣＣ

ＤＣ

α

l

l

Ａ Ｂ

Ｄ

Ｄ

０＝Ａ

 

 

解　説

正答 2


